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産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　

12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
現
地
調
査

と
し
て
市
道
認
定
２
箇
所
（
磯
原
町
）、

新
キ
ャ
ン
プ
場
建
設
地
（
関
本
町
）
を

視
察
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
を
審

査
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
つ
い
て

問
　
主
な
予
算
内
容
を
伺
う
。

答　

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
、
農
業

振
興
費
75
万
円
の
増
額
は
、
就
農
者
の

新
規
認
定
が
あ
っ
た
た
め
、
新
規
就
農

総
合
支
援
事
業
給
付
金
の
下
半
期
分
の

支
援
給
付
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

商
工
費
に
つ
い
て
は
、
中
郷
温
泉
施

設
費
１
１
０
万
１
千
円
の
増
額
で
、
駐

車
場
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
中
郷
温

泉
通
り
ゃ
ん
せ
の
敷
地
内
の
一
部
に
つ

い
て
払
い
下
げ
の
要
望
が
あ
り
、
分
筆

業
務
の
た
め
の
測
量
委
託
料
で
す
。

　

土
木
費
に
つ
い
て
、
道
路
橋
梁
総
務

費
７
８
３
万
７
千
円
は
、
市
道
の
除
草

管
理
、
中
郷
工
業
団
地
の
街
路
樹
剪
定

等
の
委
託
料
に
５
３
８
万
６
千
円
、
二

ツ
島
地
区
、
下
小
津
田
地
区
の
道
路
管

理
工
事
に
２
４
５
万
１
千
円
で
す
。
住

宅
管
理
費
２
９
０
２
万
９
千
円
の
減
額

は
、
市
営
住
宅
浄
化
槽
保
守
管
理
及
び

耐
震
診
断
委
託
料
の
１
１
３
１
万
８
千

円
、
住
宅
補
修
工
事
請
負
費
１
７
７
１

万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

除
草
作
業
に
つ
い
て

問
　
除
草
な
ど
の
道
路
橋
梁
総
務
費
の

詳
細
を
伺
う
。

答　

中
郷
町
の
高
萩
磯
原
線
の
除
草
作

業
、
中
郷
工
業
団
地
内
の
樹
木
剪
定
の

ほ
か
、
日
棚
地
内
街
路
樹
剪
定
、
二
ツ

島
団
地
法
面
の
枯
松
や
華
川
町
下
小
津

田
地
内
で
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
の
伐
採
な
ど
で
す
。

　

工
事
費
の
見
積
も
り
は
、
主
に
面
積

を
基
準
に
し
、
加
え
て
樹
木
な
ど
の

太
さ
な
ど
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
市
担

当
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
元
か
ら
の

要
望
に
よ
っ
て
対
応
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
今
回
は
除
草
の
回
数
が
不
足
し
て

い
た
り
、
街
路
樹
の
成
長
も
す
す
ん
で

い
る
な
ど
で
工
事
が
必
要
と
な
り
、
補

正
予
算
を
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

要
望　
樹
木
な
ど
が
成
長
、
大
型
化
し

て
、
生
活
環
境
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
早
め
の
対
処
を
要
望

す
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

問　
住
宅
費
の
耐
震
診
断
委
託
の
取
り

や
め
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
神
岡
と
臼
場
の
各
団
地
の
長
寿
命

化
工
事
を
終
え
、
今
年
度
か
ら
中
妻
住

宅
に
と
り
か
か
る
予
定
で
す
。当
初
は
、

８
号
棟
か
ら
改
修
を
始
め
る
計
画
で
、

来
年
工
事
と
な
る
は
ず
の
９
号
棟
の
耐

震
診
断
を
予
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

12
号
～
15
号
棟
が
す
で
に
新
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら

の
改
修
を
先
に
進
め
る
よ
う
に
計
画
を

変
更
し
ま
し
た
。
結
果
、
９
号
棟
の
今

回
の
耐
震
診
断
は
取
り
や
め
る
こ
と
と

な
り
、
減
額
し
ま
し
た
。

　

８
～
11
号
棟
に
つ
い
て
は
、
15
号
棟

ま
で
の
改
修
工
事
が
終
了
し
た
時
点
で
、

検
討
し
直
し
ま
す
。

問　
主
な
団
地
の
入
居
状
況
は
い
か
が
か
。

答　
神
岡
団
地
で
１
８
０
戸
の
う
ち
１

１
０
戸
入
居
、
中
妻
団
地
で
は
２
８
４

戸
の
う
ち
募
集
停
止
が
１
１
４
戸
で
１

５
７
戸
入
居
、
臼
場
住
宅
で
30
戸
の
う

ち
28
戸
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

問　
空
き
状
況
は
い
か
が
か
。

答　
申
し
込
み
で
は
３
階
以
上
の
希
望

者
は
少
な
い
中
、
１
～
３
階
の
空
き
状

況
は
、
神
岡
団
地
で
36
戸
、
中
妻
団
地

で
29
戸
、
臼
場
住
宅
で
２
戸
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
内
５
箇
所
の
復
興
住
宅
に
つ
い
て

は
、
各
箇
所
で
１
～
４
戸
の
空
き
が
あ

り
ま
す
。
浴
室
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
災
害
支
援
の
た
め
に
空
け
て
い

る
事
情
が
あ
り
ま
す
。

問　
入
・
退
居
の
件
数
は
い
か
が
か
。

答　
令
和
３
年
で
入
居
12
件
、
退
去
24

件
、
４
年
で
28
件
と
54
件
、
５
年
で
33

件
と
40
件
、
６
年
（
11
月
末
日
時
点
）

で
14
件
と
25
件
で
、
い
ず
れ
も
退
去
件

数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
退
去
後
の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は

い
か
が
か
。

答　
年
間
で
１
千
～
１
５
０
０
万
円
程

度
を
予
算
付
け
し
て
い
ま
す
。
大
き
な

幅
が
あ
り
ま
す
が
、
１
件
あ
た
り
30
～

50
万
円
程
度
を
平
均
の
経
費
と
み
ま
す

と
、
約
30
件
分
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
に

　
つ
い
て

問　
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

華
川
及
び
中
郷
浄
水
場
の
運
転

保
守
管
理
業
務
委
託
費
の
限
度
額
は

３
億
６
２
２
３
万
円
で
す
。
実
質
の
委

託
期
間
は
７
年
度
～
９
年
度
の
３
年
間

で
す
が
、
７
年
度
当
初
か
ら
事
業
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
今
年
度
中
に
入
札
を

実
施
し
業
者
選
定
を
行
う
た
め
、
補
正

予
算
を
組
み
対
応
し
ま
す
。

問　
入
札
に
つ
い
て
、
ま
た
物
価
高
騰

の
な
か
で
経
費
の
積
算
根
拠
を
伺
う
。

答　
５
社
以
上
の
指
名
競
争
入
札
に
な

り
ま
す
。

　
会
期
中
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
の
分
掌
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
も
質
疑
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
委
員
会
で
の
質
疑
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。　
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経
費
に
つ
い
て
は
、
前
回
よ
り
５
・

８
％
の
増
額
で
す
。
県
で
見
積
も
る
労

務
管
理
費
の
単
価
は
、
こ
の
３
年
間
で

平
均
14
・
５
％
以
上
上
昇
し
て
い
ま
す
。

５
社
以
上
の
下
見
積
も
り
か
ら
、
上
限

額
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
　
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
改
修
や
統
合
な
ど
考
え
を
伺
う
。

答　
関
南
町
の
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
の

統
合
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
予
算

面
な
ど
困
難
な
課
題
も
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
磯
原
町
峰
岸
地
区
の
水
道
事
業

　
に
つ
い
て

問
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
現
在
は
詳
細
設
計
中
で
、
年
度
末

に
終
わ
ら
せ
、
７
・
８
年
度
の
２
年
間

の
工
事
期
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
予

算
は
３
億
４
千
万
円
で
す
。

問
　
地
元
負
担
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

答　
工
事
の
全
体
に
つ
い
て
概
算
中
な

の
で
、
地
元
と
の
協
議
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
基
本
は
、
市
の
一
般
財
源
か
ら
の

補
助
支
出
分
を
差
し
引
い
て
残
り
の
半

額
が
地
元
負
担
で
、
お
お
む
ね
１
／
３

で
す
。

　

今
回
の
場
合
は
、
現
在
利
用
し
て
い

る
水
道
は
公
的
な
も
の
で
、
そ
の
付
け

替
え
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
で
き
る

だ
け
地
元
負
担
は
少
な
く
す
る
と
の
考

え
は
あ
り
ま
す
。

問
　
設
計
図
の
完
成
は
い
か
が
か
。

答　
今
年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
団
地
な
ど
の
浄
化
槽
管
理
に

　
つ
い
て

問
　
団
地
の
浄
化
槽
設
備
に
つ
い
て
の

相
談
の
有
無
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
で
は
、
団
地
で
管
理
し
て
い
る

浄
化
槽
の
請
負
は
で
き
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

浜
道
地
区
で
は
、
北
団
地
自
治
会
か

ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
潟
漁
業

集
落
事
業
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、

現
在
調
査
、
検
討
中
で
す
。

　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

　
の
具
体
化
に
つ
い
て

問
　
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

答　
現
在
、
高
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
検
討
中
で
す
。
発
電
設
備
設
置
だ
け

で
は
、
国
補
助
の
割
合
率
が
低
い
の
で
、

地
域
の
課
題
解
決
と
一
緒
に
と
の
条
件

で
、
発
電
し
た
電
気
を
公
共
施
設
で
利

用
で
き
る
新
た
な
仕
組
み
作
り
を
考
え

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
地
域
新
電
力

会
社
の
創
設
な
ど
で
、
市
外
に
流
出
し

て
い
た
電
気
料
を
一
部
で
も
地
元
に
お

と
す
こ
と
で
、
地
域
経
済
を
回
す
一
助

に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
計
画
を
２
月
議
会
で
提
案

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
向
け
、
業
者
向
け
の
働
き
か

け
な
ど
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。
　

答　
環
境
基
本
計
画
と
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
の
策
定
中
で
す
。
そ
の
中

で
、
施
設
設
置
以
外
の
計
画
も
検
討
中

で
す
の
で
、
ソ
フ
ト
面
を
含
め
、
改
定

し
た
計
画
を
今
年
度
中
に
公
表
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
長
浜
地
区
の
新
し
い
民
間
宿
泊

　
施
設
に
つ
い
て

問
　
県
道
を
挟
み
、
特
に
夜
間
の
交
通

事
情
に
つ
い
て
心
配
の
声
を
聞
く
が
、

い
か
が
か
。

答　
市
民
か
ら
の
意
見
は
聞
い
て
お
り
、

事
業
者
に
つ
た
え
て
あ
り
ま
す
。
今
後
、

改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
新
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

問
　
事
業
計
画
と
そ
の
予
算
内
容
を
伺
う
。

答　

７
年
度
の
予
算
要
望
額
は
約

３
億
円
、
造
成
費
と
管
理
棟
建
設
費

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
、

９
億
５
千
万
円
の
経
費
を
見
込
ん
で
お

り
、
９
年
度
内
の
供
用
開
始
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
年
度
ご
と
に
約
３
億

円
の
支
出
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新キャンプ場建設予定地を視察（関本町） 旧磯原中跡地の新しい住宅地内の市道認定（磯原町）
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12
月
12
日
及
び
18
日
に
開
催
さ
れ
、

心
身
障
害
者
第
二
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

歴
史
民
俗
資
料
館
・
野
口
雨
情
記
念
館

の
運
営
状
況
を
視
察
し
、
付
託
さ
れ
た

議
案
６
件
を
審
査
し
、
そ
の
他
に
つ
い

て
も
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
財
産
の
取
得
の
追
認
に
つ
い
て

答　
こ
れ
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
９
年

度
ま
で
使
用
す
る
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
に
つ
い
て
、
北
茨
城
市

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

経
て
取
得
す
べ
き
と
こ
ろ
、
議
決
せ
ず

に
取
得
し
た
の
で
、
議
会
の
追
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

〈
追
認
内
容
〉

	①
契
約
物
品
：
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
一
式

	②
契
約
方
法
：
随
意
契
約

	③
契
約
金
額
：
３
４
４
８
万
４
４
円

	④
契
約
日
：
令
和
６
年
４
月
１
日

問　
追
認
す
る
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
契
約
金
額
が
２
千
万
円
以
上
の
場

合
、
議
会
の
議
決
を
得
た
上
で
契
約
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
事
務
手

続
き
の
瑕
疵
に
よ
り
議
決
を
得
ず
に
契

約
を
進
め
て
い
た
た
め
、
判
例
に
基
づ

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

き
、今
議
会
で
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問　
今
議
会
で
議
決
を
す
れ
ば
、
先
の

契
約
事
項
は
有
効
に
な
る
の
か
伺
う
。

答　
有
効
に
な
り
ま
す
。

問　
４
年
前
に
も
教
科
書
改
定
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
際
に
は
議
会
の
議
決
は
得

な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

答　
４
年
前
の
際
に
は
、
契
約
金
額
が

２
千
万
円
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
議
決

は
要
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
か
ら

使
用
し
て
い
る
教
科
書
は
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
な
ど
も
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

高
額
と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

問　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

本
年
度
か
ら
小
学
５
・
６
年
生
及

び
中
学
全
学
年
の
外
国
語
（
英
語
）
授

業
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

問　
契
約
方
法
が
随
意
契
約
で
あ
る
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
科
書
及
び
教
科
指
導
書
は
、
茨

城
県
教
科
書
販
売
株
式
会
社
の
指
定
店

が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
は
指
定
店
が
１
店
で
あ
る
た

め
、
随
意
契
約
と
し
た
も
の
で
す
。

　
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
つ
い
て

答　
こ
の
改
正
は
、
児
童
手
当
法
施
行

令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
で
す
。
主
な
改
正
点
は
、
10
月
か

ら
児
童
手
当
の
所
得
制
限
の
撤
廃
に
伴

い
、
医
療
福
祉
費
に
お
い
て
も
妊
産
婦

の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
た
め
、
所
得

制
限
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
改
正
で
す
。

ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
等
に
係
る

医
療
福
祉
費
の
所
得
制
限
の
上
限
額
の

算
定
に
当
た
り
、
扶
養
親
族
が
一
部
対

象
外
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
福
祉

費
に
お
い
て
は
、
一
部
対
象
外
の
扶
養

親
族
を
現
行
ど
お
り
算
定
対
象
に
残
す

改
正
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

問　
施
策
の
主
な
も
の
を
伺
う
。

答　
民
生
費
で
、
執
行
見
込
額
増
に
よ

り
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
及
び
障

害
児
給
付
費
で
９
９
１
８
万
５
千
円
の

増
額
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

補
助
金
で
執
行
見
込
額
増
に
よ
り
、
延

長
保
育
事
業
、
病
児
保
育
事
業
及
び
一

時
預
か
り
事
業
等
に
係
る
費
用
と
し

て
１
６
０
２
万
４
千
円
の
増
額
。
生

活
保
護
費
で
執
行
見
込
額
増
に
よ
り
、

３
７
８
６
万
９
千
円
の
増
額
で
す
。

　

教
育
費
で
、
小
学
校
教
師
用
教
科
書

並
び
に
指
導
書
及
び
中
学
校
教
師
用

教
科
書
及
び
指
導
書
の
契
約
額
と
し
て

１
７
９
８
万
１
千
円
の
補
正
増
で
、
７

年
４
月
か
ら
教
師
用
教
科
書
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
使
用
す
る
た
め
、
今
議
会
に

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
業
会
計
で
、
家
庭
医

療
セ
ン
タ
ー
医
業
費
用
に
お
い
て
、

薬
品
費
・
診
療
材
料
費
増
に
伴
う
、

３
５
４
万
４
千
円
の
増
額
で
す
。

問　
生
活
保
護
費
の
医
療
扶
助
は
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正

増
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
医
療
扶
助
は
、
受
給
者
の
高
齢
化
に

伴
い
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
年
は
高
額

な
医
療
費
を
要
す
る
が
ん
治
療
な
ど
が

生
じ
た
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
新
規
事
業
と
し
て
、
保
育
対
策
総

合
支
援
事
業
費
補
助
金
保
育
所
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
75
万
円
の
補
正
増
及

び
保
育
所
等
の
性
被
害
防
止
対
策
設
備

等
事
業
費
補
助
金
22
万
５
千
円
の
補
正

増
と
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
は
、
病
児
保

育
事
業
を
実
施
す
る
１
園
で
予
約
や
キ

心身障害者第二福祉センターを視察
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ャ
ン
セ
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
で
き
る
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
対
す
る
補
助
事
業
で
す
。

性
被
害
防
止
対
策
設
備
等
事
業
費
補

助
金
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易
扉
、

簡
易
更
衣
室
な
ど
の
設
置
に
よ
り
、
子

ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
保
護
者

か
ら
の
確
認
依
頼
に
応
え
る
カ
メ
ラ
に

よ
る
保
育
の
実
践
記
録
な
ど
を
通
じ
た

設
備
面
で
の
性
被
害
防
止
対
策
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

問　
11
月
７
日
に
子
ど
も
議
会
が
開
催

さ
れ
、
15
名
の
子
ど
も
議
員
が
一
般
質

問
に
立
っ
た
。
質
問
に
答
え
、
実
施
を

約
束
し
た
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
電
子
黒
板
の
設
置
及
び
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
２
項
目
で
す
。
な

お
、
電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
、
設
置
す

る
と
い
っ
た
答
弁
で
し
た
が
、
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
時

期
的
な
も
の
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
設
置
を
検
討
す
る
と
い
っ
た
答
弁

で
し
た
。

問　
電
子
黒
板
設
置
に
要
す
る
事
業
費

に
つ
い
て
試
算
は
い
く
ら
か
伺
う
。

答　
小
・
中
学
校
全
ク
ラ
ス
に
設
置
す

る
と
し
て
、
概
算
で
す
が
、
お
よ
そ

７
千
万
円
か
ら
８
千
万
円
と
試
算
し
て

い
ま
す
。

問　
電
子
黒
板
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の

有
用
性
が
高
ま
り
、
板
書
を
共
有
で

き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
考
え
る

が
、
教
育
委
員
会
で
の
導
入
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
業
者
を
招
き
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
ま
た
、
教
師
に
対
し
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
時
点

で
は
、
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
高
額
で
す
の
で
財
政
面
を
考
慮

し
な
が
ら
、
導
入
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

検
討
と
と
も
に
、
市
民
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
考
え
を
伺
う
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
民
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
市
民
体
育
館
の
夏
季
の
利
用
を
考

慮
す
れ
ば
、
検
討
す
べ
き
事
案
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　
利
用
者
か
ら
今
の
と
こ
ろ
設
置
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
今
の
夏
場
の

暑
さ
を
考
慮
し
、
今
後
考
え
て
い
く
必

要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
望　
是
非
と
も
検
討
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

　

つ
い
て

問　
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

運
動
部
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

５
年
度
か
ら
開
始
し
、
複
数
の
学
校
に

よ
る
統
合
し
た
部
活
動
７
ク
ラ
ブ
を
含

め
、
今
年
度
ま
で
で
約
半
数
が
移
行
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
指
導
者
不
足
の
た

め
、
来
年
度
ま
で
に
完
全
に
移
行
す
る

こ
と
は
、
見
通
せ
て
い
ま
せ
ん
。

問　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
開
始
時
に
地
域
移
行
の
受
入
れ
を

お
願
い
し
た
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
な
ど
に
、
再
度
依
頼
し
、
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
複
数
の
学
校
に
よ
る
統
合
し
た
部

活
動
で
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
か
伺
う
。

答　
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
参
加
し
た

場
合
を
含
め
、
特
に
問
題
は
生
じ
て
い

ま
せ
ん
。

　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
取
得
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
は
、
年
間
５
日
間
を
申
出

に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

現
在
の
取
得
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
年
度
末
に
か
け
把
握
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
全
員
取
得

を
目
的
と
し
て
は
お
ら
ず
、
各
家
庭
の

判
断
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
選
定
療
養
費
に
つ
い
て

問　
12
月
２
日
か
ら
茨
城
県
で
導
入
し

た
制
度
で
あ
る
が
、影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
今
回
の
導
入
は
、
救
急
車
要
請
時

の
救
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

つ
き
、
一
部
の
大
病
院
に
お
い
て
選
定

療
養
費
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
県
内

２
０
０
床
以
上
の
22
病
院
が
該
当
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
病
院
は
該
当
し

ま
せ
ん
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
従
前
と
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
現
態
勢
で
受
入
れ
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

歴史民俗資料館・野口雨情記念館を視察
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総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
現
地
調
査

と
し
て
、
子
育
て
支
援
住
宅
「
ト
リ
シ

ア
磯
原
」、
仮
称
「
中
郷
自
然
公
園
」

を
視
察
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
3
件
を

審
査
し
、
そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
も

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

専
決
処
分
に
つ
い
て

答　
専
決
第
20
号
令
和
６
年
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
補
正
額
２
９
７
０
万
４

千
円
の
増
額
で
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
１
９
８
億
２
２
１
０
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
衆
議
院
解
散
に
伴
い
実
施
さ

れ
た
総
選
挙
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

補
正
予
算
に
つ
い
て

答　
補
正
額
２
億
２
４
４
０
万
５
千
円

の
増
額
で
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
２
０

０
億
４
２
５
１
万
４
千
円
で
す
。
執
行

見
込
み
増
に
よ
り
、
主
に
障
害
者
自
立

支
援
給
付
費
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
費
補
助
金（
延
長
保
育
事
業
、病
児

保
育
事
業
及
び
一
時
預
か
り
事
業
）、生

活
保
護
費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
等
の
増
額
や
土
木
債
の
減
額

な
ど
の
計
上
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の
市
庁

舎
管
理
事
業
に
お
い
て
、
電
気
料
高
騰

の
た
め
光
熱
費
を
増
額
。
市
有
財
産
管

理
事
業
に
お
い
て
、
旧
北
町
・
関
本
中

線
敷
地
の
公
売
に
よ
る
有
効
活
用
の
た

め
不
動
産
鑑
定
委
託
料
を
増
額
。

　

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
費

に
お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
の
子
局
81

局
で
の
電
気
料
高
騰
の
た
め
光
熱
水
費

を
増
額
。

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
議
会

会
議
録
関
係
業
務
委
託
等
の
追
加
を
行

う
と
と
も
に
、
土
地
評
価
業
務
委
託
に

つ
い
て
変
更
を
加
え
る
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

中
央
監
視
装
置
設
置
更
新
工
事
の
完
了

が
翌
年
度
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
市
庁

舎
改
修
事
業
に
つ
い
て
設
定
す
る
も
の

で
す
。

仮
称「
中
郷
自
然
公
園
」に
つ
い
て

問
　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

５
年
ほ
ど
か
か
る
予
定
で
お
り
、

ま
ず
は
休
憩
場
所
や
ト
イ
レ
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
遊
具
の

整
備
は
順
次
行
う
予
定
で
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
国
交
省
の
交
付

金
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
源
の
確
保
次
第
で
す
が
、
自
然
環
境

が
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
現
在

の
地
形
や
植
生
を
維
持
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
今
後
の
道
路
整
備
の
方
向
性
な
ど

も
あ
り
、
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

高
北
広
域
事
務
組
合
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

要
望　
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
時
に
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
公
園

と
し
て
、
施
設
周
辺
に
遊
歩
道
の
整
備

を
お
願
い
し
て
き
た
。
遊
歩
道
の
さ
ら

な
る
延
伸
も
含
め
、
花
の
咲
く
樹
木
や

苗
を
準
備
す
る
な
ど
、
季
節
ご
と
楽
し

め
る
公
園
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

問
　
戸
籍
振
り
仮
名
の
法
改
正
に
伴
う

通
知
書
作
成
業
務
委
託
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
戸
籍

の
氏
名
の
振
り
仮
名
を
追
加
す
る
も
の

で
、
第
3
号
施
行
日
の
7
年
5
月
26
日

以
降
に
遅
滞
な
く
、
記
載
予
定
の
振
り

仮
名
を
国
民
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

問
　
そ
の
他
に
出
生
や
死
亡
を
他
の
役

所
に
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
な
く
、
確

認
で
き
る
よ
う
な
法
改
正
は
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

答　
今
、
広
域
交
付
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
い
た
も
の
が

シ
ス
テ
ム
上
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
国
庫
補
助
金
に
つ
い
て

問
　
木
皿
西
明
寺
橋
の
工
事
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
西
明
寺
橋
の
橋
脚
部
分
の
沈
下
が

あ
り
、
緊
急
に
修
繕
を
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
と
調
整
し
た
結

果
、
道
路
橋
梁
改
良
を
一
時
取
り
や
め
、

今
回
の
橋
梁
の
改
修
費
に
変
更
し
た
も

の
で
す
。

要
望　

地
域
住
民
が
心
配
し
て
お
り
、

人
命
に
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と

し
て
各
課
協
力
し
な
が
ら
、
予
算
の
計

上
と
事
故
防
止
に
努
め
て
ほ
し
い
。

仮称「中郷自然公園」を視察（高北清掃センター隣接地 )
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オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

問　
申
請
で
き
る
行
政
手
続
き
の
項
目

数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
国
で
整
備
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
28
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
本
市
で
活
用

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
数
は
現

在
10
項
目
で
す
。
主
に
子
育
て
支
援
や
、

介
護
保
険
、
転
出
入
、
災
害
時
の
罹
災

証
明
書
の
申
請
手
続
き
な
ど
、
優
先
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
図
書
の
貸
し
出
し
や
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
予
約
申
請
な
ど
も

あ
り
、
身
近
な
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
、

電
子
化
し
て
い
く
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問　
未
整
備
地
域
は
い
つ
ご
ろ
の
完
成

か
伺
う
。

答　

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
大
北
川
・

花
園
川
に
加
え
て
、
県
が
管
理
す
る
南

部
の
塩
田
川
、
北
部
の
里
根
川
、
江
戸

上
川
、
関
山
川
な
ど
の
浸
水
想
定
区
域

図
が
今
年
度
中
に
作
成
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
度
に
は
更
新
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
作
成
に
よ
り
、
ス

マ
ホ
で
自
分
が
今
い
る
場
所
を
地
図
上

で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て

問　
今
後
の
方
向
性
や
目
標
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は
、
9
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
策
定
し
て
お

り
、
目
標
と
し
て
は
大
き
く
二
つ
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
市
民
の
利
便
性
の
向
上

と
、
行
政
業
務
の
効
率
化
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
な

ど
も
こ
の
取
組
の
一
環
で
す
。
ま
だ
機

能
の
追
加
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
年

明
け
に
準
備
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

平
時
に
は
、
道
路
や
公
園
の
不
具
合
な

ど
を
市
民
か
ら
通
報
い
た
だ
く
仕
組
み

を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
同
じ
仕
組
み
を
使
っ
て
土
砂
崩
れ

や
増
水
な
ど
の
通
報
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
写
真
や
位
置
情
報
が
得
ら

れ
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
確
認
作
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
防
災
面
で
の
強
化

も
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
申
請
や
届
出
の
手
続
き
に
お
い
て

は
、
公
民
館
の
使
用
申
請
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
ま
す
。
な
か

な
か
機
能
を
実
装
す
る
と
こ
ろ
に
た
ど

り
着
け
て
い
な
い
現
状
で
す
が
、
そ
の

ほ
か
の
機
能
も
実
施
す
る
計
画
で
進
め

て
い
ま
す
。

子育て支援住宅「トリシア磯原」を視察

プラン D 82.72㎡プラン C 75.21㎡

プラン B－１／ B－２
70.3㎡　　 72.75㎡プラン A 73.67㎡

入居条件 : ① 中学生までの子どもがいる
　　　　　   世帯であること。
　　　　   ② 市町村税の滞納がないこと。
        　　  ③ 入居後に本住宅への住民登
　　　　　　録を行い、居住すること。
入居申込先：大和リビング（株）の提携
　　　　　　不動産事業者
※北茨城市内の提携不動産業者　

常陽観光 ( 株 ) 
㈱ AI エステート
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第 4回定例会　一般質問

関
が
参
加
す
る
ケ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
、
対

象
と
な
る
児
童
の
在
宅
生
活
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
の
検
討
や
、
家
族
に
対
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

病
児
保
育
に
つ
い
て

市
民
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
病

気
の
回
復
期
の
児
童
を
預
か
る
病
後
児
対
応

型
と
、
保
育
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
児
童

を
一
時
的
に
預
か
る
体
調
不
良
児
対
応
型
を

市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
２
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
病
気
の
回

復
期
に
至
っ
て
い
な
い
児
童
を
預
か
る
病
児

対
応
型
を
２
園
で
開
始
し
、
子
育
て
と
就
労

の
両
立
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
体
調
不
良
児
対
応
型

を
１
園
が
開
始
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

令
和
８
年
度
秋
頃
に
は
、
市
内
唯
一
の
公
立

保
育
所
で
あ
る
関
本
保
育
所
を
市
民
病
院
敷

地
内
に
移
転
新
築
し
、
市
民
病
院
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
に
病
児
保
育
事
業
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

問　
総
工
費
の
概
算
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
各
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

新
設
に
係
る
事
業
費
は
、
試
算
で
10
億
円
を

超
え
る
費
用
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

問　
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
が

あ
り
ま
す
。
補
助
率
は
１
／
２
で
、
事
業
費

に
し
て
約
４
億
円
の
交
付
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

市
長　
大
変
財
源
が
か
か
る
問
題
で
、
非
常

に
厳
し
い
で
す
が
、
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
と
交

付
率
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　

申
請
率
は
97
・
８
％
で
、

交
付
率
は
11
月
末
現
在
で
３
万
５
１
９
５
件
、

交
付
率
は
86
・
４
％
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
登
録
し
て
い
る
方
や

そ
の
利
用
率
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
国
保
被
保
険
者
の
う
ち
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
を
利
用
登
録

し
て
い
る
方
は
、
９
月
末
現
在
で
５
７
９
６

人
、
70
・
７
％
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

率
は
、
本
年
９
月
診
療
分
で
20
・
63
％
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
Ｈ
Ｐ
で
の
掲
載
、
広
報
紙

へ
の
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
、
保
険
証
一
斉
更

新
時
の
チ
ラ
シ
の
同
封
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
や
保
険
証
利
用
登
録

の
方
法
な
ど
を
周
知
し
ま
し
た
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　

当
分
の
間
申
請
不
要
で
、

保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確
認
書
を
交

付
し
ま
す
。
12
月
２
日
以
降
マ
イ
ナ
保
険
証

を
お
持
ち
で
な
い
方
が
国
保
に
加
入
す
る
時

は
、そ
の
場
で
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

現
状
有
効
な
紙
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
資
格
確
認
書

を
送
付
し
ま
す
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
市
民
課
で
写
真
撮
影
や
申

請
の
入
力
補
助
を
行
う
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
案
内
を
市
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
、
周
知
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
要
請

に
応
じ
て
企
業
及
び
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
の

出
張
申
請
も
実
施
し
、
今
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
７
事
業
所
77
名
の
方
を
申
請
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
に
つ
い
て

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
台
数
を
伺
う
。

教
育
部
長　
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
８
年

２
月
28
日
ま
で
を
リ
ー
ス
期
間
と
し
、
小
学

校
に
１
８
７
０
台
、中
学
校
に
１
２
７
２
台
、

合
計
３
１
４
２
台
を
整
備
し
ま
し
た
。

問　
端
末
の
更
新
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

現
行
機
は
８
年
２
月
28
日
ま

で
で
す
。
後
継
機
と
な
る
第
２
期
で
は
、

８
年
３
月
１
日
以
降
で
、
見
込
み
台
数
は

３
１
７
８
台
で
す
。

問　
端
末
の
デ
ー
タ
消
去
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
リ
ー
ス
会
社
の
責
任
で
適
切
に

完
全
な
デ
ー
タ
消
去
が
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

デ
ー
タ
が
完
全
に
消
去
さ
れ
た
こ
と
を
証
す

る
文
書
を
リ
ー
ス
会
社
に
求
め
ま
す
。ま
た
、

現
場
で
の
確
認
が
で
き
れ
ば
併
せ
て
要
求
を

し
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
４
年
度
調
査
で
市
内
の
空
き

家
数
は
１
０
２
７
戸
で
し
た
。
12
月
１
日
現

在
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
は
、
空
き
家

12
件
、
空
き
地
13
件
、
合
計
25
件
で
す
。
今

後
は
、
所
有
者
の
当
事
者
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
活
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
校
内

教
育
支
援
委
員
会
を
開
き
、
支
援
体
制
の
確

立
に
努
め
て
い
ま
す
。
発
達
障
害
の
疑
い
の

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
及
び
支
援
に
つ
い

て
は
、
面
談
な
ど
を
通
し
て
、
本
人
・
保
護

者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
、
児
童
生
徒
に
合

っ
た
指
導
・
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

問　
５
歳
児
健
診
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、
５
歳
児
健
診

に
先
駆
け
て
療
育
指
導
員
や
保
健
師
な
ど
が

市
内
全
て
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
を
訪

問
し
、
巡
回
相
談
を
行
う
早
期
療
育
指
導
支

援
シ
ス
テ
ム
事
業
を
平
成
７
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
発
達
に
遅
れ
が
疑
わ

れ
る
お
子
さ
ん
は
、
療
育
相
談
や
乳
幼
児
健

康
診
査
二
次
検
診
に
お
い
て
小
児
神
経
専
門

医
の
診
察
に
つ
な
げ
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。ま
た
療
育
指
導
や
教
育
診
断
・

相
談
を
通
し
て
就
学
ま
で
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
小
児

神
経
専
門
医
や
心
理
士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
困
難
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い
て

市
民
福
祉
部
長　
医
療
機
関
を
退
院
す
る
際
、

医
療
的
ケ
ア
な
ど
の
様
々
な
支
援
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
退
院
前
に
は
医
療
的
ケ
ア

児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
調
整
に
よ
り
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
関
係
機

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　
田　
弘　
俊　
　
　
　

　
小
中
学
生
の
発
達
障
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛭　
田　
千
香
子　
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第 4回定例会　一般質問

問　
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
令
和
５
年
３
月
に
本
市
の
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
６
年
３
月

に
一
部
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
１
つ
目
の
基
本
目
標
で
あ
る
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
、
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、書
か
な
い
窓
口
の
推
進
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入
に
よ
る

情
報
発
信
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
行
政
業
務
の
効
率

化
と
し
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
や
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
利
用

促
進
、
モ
バ
イ
ル
端
末
の
導
入
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
の
推
進
、
職
員
の
勤
休
管
理
や
年

末
調
整
等
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

問　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
本
年
度
の
事
業
で
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
構
築
・
運
用
に
つ
い
て
の
事
業
費

５
７
７
万
５
千
円
の
う
ち
１
／
２
補
助
が
あ

り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
介
護
認
定
審
査
会
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
事
業
費

３
２
０
万
６
千
円
で
、
こ
の
う
ち
１
／
２
補

助
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
登
録
数
を
伺
う
。

市
長
公
室
長　
現
時
点
で
は
、
１
７
０
４
名

の
登
録
数
で
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
で
学
ぶ
平
和
へ
の
旅
に
つ
い
て

問　
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、小
学
５
・

６
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、
本
年
度
は
61
名

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
原
爆
被
害
を
受
け
た
広
島
を

訪
れ
、
平
和
記
念
式
典
に
参
列
し
、
戦
争

遺
品
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
体
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
和
記
念
式

典
に
は
、
世
界
中
か
ら
約
７
千
人
が
参
列
し

て
お
り
、
平
成
26
年
か
ら
、
本
市
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

富
士
登
山
体
験
学
習
に
つ
い
て

問　
登
山
前
に
準
備
す
る
こ
と
を
伺
う
。

教
育
部
長　
登
山
前
に
は
静
岡
県
小
山
町
の

担
当
者
に
来
て
い
た
だ
き
、
参
加
生
徒
、
保

護
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
は
、
そ
の
説

明
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
し
な
が

ら
持
ち
物
な
ど
の
準
備
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

富
士
登
山
に
向
け
て
家
族
で
登
山
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
て
、
個
々
の
体
力
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問　
応
募
と
参
加
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
応
募
者
37
名
、
参
加
者
15
名
で

す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て

問　
参
加
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　

市
内
在
住
の
中
学
生
８
名
、

派
遣
団
長
と
し
て
教
育
長
、
担
当
職
員
１
名

で
計
10
名
で
す
。

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
今
の
時
点
で
は
、
情
報
提
供

の
機
能
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市

民
の
問
合
せ
に
対
し
て
回
答
す
る
機
能
、
市

民
か
ら
道
路
状
況
の
写
真
を
添
付
で
き
る
通

報
機
能
や
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
Ｄ
Ｘ
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
基
本
目
標
の
利
便
性
向
上
と

し
て
、「
書
か
な
い
、行
か
な
い
、待
た
な
い
」

窓
口
を
構
築
す
る
た
め
、
現
在
も
取
り
組
ん

で
い
る
窓
口
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
業
務
改
善
と

と
も
に
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
業
務
の
効
率
化
で
は
、
事
務

処
理
の
業
務
改
善
に
取
り
組
み
、ア
ナ
ロ
グ
・

デ
ジ
タ
ル
の
両
面
で
効
率
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
多
岐
、
多
業
務
に

渡
る
た
め
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
で
費
用
対

効
果
の
高
い
業
務
を
優
先
し
、
市
民
へ
の
負

担
な
く
、
か
つ
業
務
へ
の
負
担
も
軽
減
で
き

る
よ
う
な
取
組
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
ほ
か
に
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
学
校

教
育
に
つ
い
て
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
質
問
）

Ｂ
Ｐ
Ｒ
と
は　
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
・
リ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
の
略
で
す
。
業
務
本

来
の
目
的
に
向
か
っ
て
既
存
の
組
織
や
制
度

を
抜
本
的
に
見
直
し
、プ
ロ
セ
ス
の
視
点
で
、

職
務
、
業
務
フ
ロ
ー
、
管
理
機
構
、
情
報
シ

ス
テ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
お
す
こ
と
で
す
。

問　
日
程
と
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　
今
回
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
派
遣

に
つ
い
て
は
令
和
６
年
10
月
９
日
か
ら
14
日

で
、現
地
で
は
正
味
３
日
間
の
活
動
日
程
で
、

バ
ル
ビ
ゾ
ン
市
内
の
ミ
レ
ー
の
ア
ト
リ
エ
や

パ
リ
市
内
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
美
術
館
、
サ
ク

レ
ク
ー
ル
寺
院
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
オ
ー

ヴ
ェ
ル
の
教
会
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

バ
ル
ビ
ゾ
ン
市
と
の
友
好
都
市
協
定
締
結
に

つ
い
て

市
長　
友
好
協
定
締
結
の
提
案
が
あ
り
、
訪

問
し
た
９
月
23
日
に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
友
好
関
係
を
図
っ
て
い
く

か
と
い
う
内
容
で
す
。

岡
倉
天
心
は
「
五
浦
は
東
洋
の
バ
ル
ビ

ゾ
ン
で
あ
る
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
友
好
協

定
を
結
べ
ば
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
お

互
い
に
美
術
・
文
化
と
い
う
も
の
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
、
北
茨
城
市
長
の
仕
事
で
あ

る
と
、
位
置
づ
け
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

教
育
長　
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
今

後
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
み
、
児
童
生
徒

数
が
減
少
し
小
規
模
校
が
増
加
す
る
中
で
、

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
そ
の
中
で
も

児
童
生
徒
の
成
長
や
教
育
条
件
の
改
善
を
第

一
に
考
え
、
保
護
者
、
学
校
、
地
域
の
方
々

な
ど
、
様
々
な
考
え
や
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松　
本　
正　
春

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　
井　
路　
江
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◆
議
会
運
営
委
員
会

　

令
和
6
年
12
月
23
日
か
ら
24
日
の
日
程

で
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
、
長
泉
町
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

小
山
町
で
は
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組

と
し
て
元
年
よ
り
議
員
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
て
お
り
、
そ
の
活

用
状
況
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
は
会
議
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、

各
種
資
料
の
集
約
や
行
政
・
議
会
情
報
を

閲
覧
で
き
る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
り
議
会
活
動
の
活
性
化
に
も

繋
が
る
大
変
参
考
と
な
る
事
例
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
山
町
と
は
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

は
町
長
・
議
長
へ
の
表
敬
訪
問
、
町
内
の

公
共
施
設
見
学
、
現
在
進
め
て
い
る
将
来

土
地
利
用
構
想
の
状
況
に
つ
い
て
も
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

長
泉
町
で
は
、
議
場
会
議
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
導
入
ま
で
の
経
緯
や
シ
ス
テ
ム

の
内
容
、
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
議
会
改
革
に

取
り
組
み
、
平
成
24
年
に
議
場
マ
イ
ク
、

中
継
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
25
年
に
は
録
画

配
信
と
ラ
イ
ブ
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
は
新
議
場
シ
ス
テ
ム
に
音
声
認

識
表
示
機
能
を
加
え
、
傍
聴
席
モ
ニ
タ
ー

の
文
字
表
示
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

字
幕
配
信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
５
年
６

月
か
ら
は
電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
を
導
入

市議会だより　№ 118　10
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問　

救
急
搬
送
先
の
病
院
選
択
の
優
先
順

位
︑
ま
た
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長　
搬
送
病
院
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け

医
と
患
者
の
症
状
か
ら
選
択
し
ま
す
。
搬
送

先
の
管
内
別
内
訳
は
、
過
去
５
年
平
均
で
市

内
で
の
搬
送
50
・
７
％
、
市
外
へ
の
搬
送

43
・
９
％
、
県
外
へ
の
搬
送
５
・４
％
で
す
。

問

軽
症
の
割
合
と
断
ら
れ
る
例
は
い
か
が
か
。

消
防
長　
搬
送
者
の
傷
病
程
度
別
は
、
過
去

５
年
平
均
で
軽
症
者
46
・
３
％
、
中
等
症

43
・
１
％
、
重
症
８
・
７
％
な
ど
で
す
。
断

ら
れ
る
例
は
少
な
い
で
す
。
市
民
病
院
で
50

％
以
上
受
け
入
れ
、
管
内
に
は
日
立
総
合
病

院
が
あ
り
、
ほ
ぼ
受
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
市
民
病
院
に
搬
送
で
き
な
い
傷
病
に
つ

い
て
︑
ま
た
市
民
︑
患
者
・
家
族
か
ら
の
意

見
︑
搬
送
後
の
要
望
な
ど
が
あ
る
か
伺
う
。

消
防
長　
脳
外
科
と
整
形
外
科
、
小
児
科
に

つ
い
て
は
、
隊
の
判
断
で
適
正
な
病
院
に
搬

送
し
ま
す
。
市
民
か
ら
の
要
望
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
県
主
導
で
︑
救
急
搬
送
で
も
選
定
療
養

費
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
民
病
院

は
２
０
０
床
未
満
で
該
当
し
な
い
が
︑
市
民

の
不
安
と
現
場
の
混
乱
を
危
惧
し
て
い
る
。

現
場
で
説
明
を
す
る
の
か
伺
う
。

消
防
長　
聞
か
れ
れ
ば
簡
単
な
説
明
は
し
ま

す
が
、
詳
細
は
県
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

渡
し
ま
す
。
現
場
は
あ
く
ま
で
傷
病
者
対
応

を
優
先
さ
せ
ま
す
。

問　
特
に
小
児
は
親
の
不
安
は
尽
き
な
い
。

選
定
療
養
費
は
救
急
で
は
徴
収
し
な
い
の
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
っ
た
は
ず
で
︑
せ
め
て
小

児
科
の
徴
収
は
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
長
会
で
大
変
問
題
に
な
り
、
私
は

や
る
必
要
は
な
い
、
と
発
言
し
ま
し
た
。
具

合
が
悪
か
っ
た
ら
病
院
に
行
く
べ
し
、
頭
が

痛
い
と
言
っ
た
ら
迎
え
に
行
く
べ
し
、
そ
れ

が
消
防
救
急
の
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。
県

議
会
で
の
推
移
を
み
る
し
か
な
い
が
、
私
は

反
対
で
す
。

地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
つ
い
て

問　
磯
原
駅
近
く
の
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ

ー
の
新
築
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
場
所
は
、
市
役
所
西
側
の

複
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
に
西
の
市
有
地

へ
の
移
転
新
築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
設
計

を
完
了
さ
せ
、
来
年
度
に
工
事
着
工
、
２
０

２
６
年
度
当
初
の
開
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　
施
設
内
容
と
駐
車
場
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
ほ
か
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が

活
用
で
き
る
会
議
室
兼
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
運
用
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
役
所
と
の
近
接
性
を
生
か
し
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
駐
車
場
は
約
40
台
の
予
定
で
す
。

問　
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

市
民
福
祉
部
長　
ロ
ビ
ー
に
す
こ
し
座
れ
る

場
所
を
作
り
、会
議
室
兼
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

予
約
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

要
望　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
は

重
要
な
課
題
な
の
で
、
充
実
し
た
対
応
を
要

望
す
る
。

　
救
急
体
制
︑
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　
木　
康　
子

=

行
政
視
察
報
告=

し
、
今
後
は
資
料
投
影
シ
ス
テ
ム
の
採
用

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
町
の
取
組
は
、い
ず
れ
も
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
推
進
す
る
う
え
で
大
変
参
考
に
す
べ

き
事
例
で
あ
り
、有
意
義
な
視
察
で
し
た
。

　
　

長泉町役場議会本会議場にて 小山町役場議会本会議場にて
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行政視察報告

11 市議会だより　№ 118　

　

令
和
６
年
10
月
８
日
か
ら
10
日
の
日
程

で
富
山
県
魚
津
市
、
福
井
県
福
井
市
、
新

潟
県
妙
高
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

魚
津
市
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
魚
津
の
タ
テ
モ
ン

行
事
関
連
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

催
事
の
曳
き
手
な
ど
の
継
承
者
問
題
で

は
、外
部
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
「
う

お
づ
ま
っ
つ
り
応
援
団
」
や
「
た
て
も
ん

協
力
隊
」
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
期
間
以
外
の
観
光
客
誘
致
に

つ
い
て
は
、
国
内
外
の
観
光
事
業
者
と
の

連
携
や
周
辺
他
市
町
村
と
協
働
し
た
観
光

ル
ー
ト
の
作
成
が
鍵
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

福
井
市
で
は
、
世
界
灌
漑
施
設
遺
産
の

観
光
活
用
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
灌
漑
施
設

遺
産
の
足
羽
川
用
水
の
水
を
道
の
駅
に
引

き
込
み
、
水
車
な
ど
の
観
光
活
用
を
す
る

だ
け
で
な
く
農
業
体
験
や
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
の
環
境
教
育
に
も
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
足
羽
川
用
水
が
活
用
さ
れ
て
い
る

エ
リ
ア
が
広
範
囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
観
光

な
ど
へ
の
活
用
も
広
範
囲
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
の
十

石
堀
に
お
い
て
も
親
水
公
園
周
辺
に
留
ま

ら
ず
、
広
い
エ
リ
ア
で
の
様
々
な
分
野
で

の
活
用
の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

妙
高
市
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
を
持
ち
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
な
ど
へ
の
取
組
が
先
進

的
で
し
た
。
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

関
す
る
様
々
な
補
助
事
業
や
脱
炭
素
連
携

協
定
な
ど
の
取
組
は
、
高
い
効
果
が
見
込

ま
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
中
で
も
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
所
」
制
度
や

積
雪
の
問
題
解
決
の
た
め
の
「
壁
面
斜
め

置
き
太
陽
光
発
電
設
備
」
の
開
発
補
助
な

ど
積
極
的
に
国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

な
ど
、
強
い
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
と
世
界
灌
漑
施
設
遺
産
の
活
用
、
そ

し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
、
い
ず
れ
も
本
市

の
未
来
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
市
政
発
展
の
た
め
、
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
思
え
る
有
意
義
な
視
察
で
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
の

日
程
で
宮
城
県
多
賀
城
市
、
塩
竃
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
で
は
、
二
つ
の
事
業
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
つ
目
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
取
組
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ス

イ
ク
へ
業
務
委
託
を
し
、
運
営
し
て
い
ま

す
。
通
所
者
数
は
小
中
学
生
と
も
年
々
増

え
て
お
り
、
不
登
校
児
童
に
対
し
、
生
存

保
障
・
発
達
保
障
・
参
加
保
障
の
観
点
か

ら
居
場
所
を
提
供
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

や
体
験
を
し
、
児
童
生
徒
の
前
向
き
な
変

化
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
城
市
の
対
象
は
中
学
生
ま

で
で
す
が
、
受
託
業
者
で
あ
る
ア
ス
イ
ク

で
は
、
高
校
生
ま
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
支
援
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
す
く
っ
ぴ
ー
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
現
地
で

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
運
営
業
務
は
社
会

福
祉
法
人
富
谷
福
祉
会
に
委
託
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
一
時
利
用
者
が
減
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
回
復
傾
向
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
「
お
子

さ
ん
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
方
」
と
「
お
子

さ
ん
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
」
が
そ

れ
ぞ
れ
会
員
と
な
り
、
子
ど
も
を
預
け
・

預
か
る
相
互
援
助
活
動
や
一
時
預
か
り
事

業
、
父
親
同
士
が
交
流
す
る
「
お
や
じ
の

会
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
施
策
も
出
生
率
が
高
い
多
賀

城
市
に
お
け
る
子
育
て
政
策
に
お
い
て
、

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
本
市
の
人
口
及
び

出
生
率
の
課
題
解
決
に
向
け
参
考
に
な
り

ま
し
た
。　

　

塩
竃
市
で
は
、
３
年
度
に
開
始
し
、
４

年
度
に
は
全
小
学
校
で
設
置
さ
れ
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
学
校
の
特
色
あ
る
主
な
活
動
内
容
と
し

て「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
応
援
団
」や「
七

夕
・
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
学
校
と

地
域
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
事

例
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
取
組
も
、
地
域
と
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
・
学
校
・
地
域

の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
現
状
の
中
で

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
「
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

♦
産
業
建
設
委
員
会

♦
文
教
厚
生
委
員
会

足
あ す わ が わ

羽川用水を視察（福井県福井市）

多賀城市役所での研修
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 市議会だより　№ 118　12

第 4 回定例会提 出 議 案 審 議 結 果

第４回定例会提出議案の審議結果
　令和６年第４回定例会は、12 月３日から 12 月 18 日までの 16 日間の会期で開催されました。
提出された議案は、令和６年度北茨城市一般会計補正予算など 11 件。結果は次のとおりです。

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　　名 議決の結果

議 会 報 告
第 ２ 号

  陳情の報告について

  陳情３　 不採択

  陳情６　 不採択

  陳情７　 不採択

  陳情８　 不採択

  陳情９　 不採択

議 会 報 告
第 ３ 号

  請願・陳情の報告について

  請願 12　件名は 14 頁 継続審査

  陳情 13　 不採択

報告第 11 号   専決処分の報告について ―

議案第 64 号
  専決処分の承認を求めることについて

承　認  専決第 20 号
   令和６年度北茨城市一般会計補正予算（第４号）

議案第 65 号   財産取得の追認について 可　決

議案第 66 号   市道路線の認定について 可　決

議案第 67 号   刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可　決

議案第 68 号   北茨城市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議案第 69 号   令和６年度北茨城市一般会計補正予算（第５号） 可　決

議案第 70 号   令和６年度北茨城市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 71 号   令和６年度北茨城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 72 号   令和６年度北茨城市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 73 号   令和６年度北茨城市民病院事業会計補正予算（第２号） 可　決

議 会 議 案
第 ６ 号   北茨城市議会個人情報保護条例の一部を改正する条例 可　決
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13　市議会だより　№ 118

第 4 回定例会 賛否の分かれた議案、一般会計 12 月補正予算の主な内容 

   　 議員名（議席順）

 議案等番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

審
議
結
果

沓
　
澤
　
和
　
彦

滝
　
　
　
文
　
裕

鈴
　
木
　
卓
　
實

和
　
田
　
喜
　
武

柴
　
田
　
キ
ク
エ

熊
　
田
　
　
　
栄

上
神
谷
　
英
　
典

松
　
本
　
正
　
春

今
　
井
　
路
　
江

滝
　
　
　
広
　
嗣

豊
　
田
　
弘
　
俊

蛭
　
田
　
千
香
子

鈴
　
木
　
啓
　
一

鈴
　
木
　
和
　
栄

鈴
　
木
　
康
　
子

前
田
利
勝（
議
長
）

豊
　
田
　
海
　
洋

鈴
　
木
　
信
　
男

大
　
平
　
博
　
之

 議案第 66 号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● － ◯ ◯ ◯ 可　決

 議案第 67 号 ◯ ◯ ◯ ◯ ⃝ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● － ◯ ◯ ◯ 可　決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出席議員数 19 名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯賛成　●反対　（欠）欠席　※議長は可否同数の場合を除き、採決に加わりません。

第 4 回定例会  賛否の分かれた議案等の採決結果について
賛否の分かれた議案の採決結果について、本会議での各議員の賛否の状況を掲載します。

一般会計 12 月補正予算の主な内容
（令和 6年 10 月 9日付、専決による補正予算第 4号を含む）

　　　衆議院議員選挙事務事業費（専決）　　　　　　  ２９７０万４千円

　衆議院解散に伴い実施される衆議院議員選挙に係る経費について、予算措置する。

　　　障害者自立支援給付費等　　　　　　　　　　　９９１８万５千円

　執行見込額の増により、障害者自立支援給付費及び障害児給付費の増額を行う。

　　　子ども・子育て支援事業費補助金　　　　　　　１６０２万４千円

　執行見込額の増により、延長保育事業、病児保育事業及び一時預かり事業に係る費用の増額を行う。

　　　生活保護費　　　　　　　　　　　　　　　　　３７８６万９千円

　執行見込額の増により、生活保護費の増額を行う。
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陳情の審査結果、全員協議会、特別委員会　

　陳情の審査結果

不採択となったもの
陳情３，陳情６ないし陳情 9，陳情 13

陳情３、陳情６ないし陳情９、陳情 13 は、特別委員会（政治倫理特別委員会）を設置し、
審議しました。内容が知られることにより第三者ならびに個人の利益や名誉を害するおそ
れがあること、また、 議員または住民の一身上に関する事件に関わる審査であることから

「秘密会」としたので、 件名は掲載しません。

継続審査となったもの
陳情 12       　市議会議員の定数削減を求める陳情

　　　 　　　　北茨城市中郷町上桜井 972-1
　　 　　　　　代表　佐藤　一男　外２名

　全員協議会　12月３日、12月 18 日開催

12 月３日は産業建設委員会委員長、文教厚生委員会委員長、総務委員会委員長から行政視察の報告、
執行部からは、「報告第 11 号　専決処分の報告について」の報告３件の他、議案について説明があり
ました。
　12 月 18 日は事務局から、「議会議案第６号　北茨城市議会個人情報保護条例の一部を改正する条例」
の追加議会議案１件の説明がありました。

　特別委員会
　北茨城市議会議員定数適正化特別委員会 12月 16 日開催
　政治倫理特別委員会 12月 18 日開催

12 月 16 日に、陳情 12 を審査するため、全議員 19 名を委員とする北茨城市議会議員定数適正化特
別委員会を開催し審査の結果、継続審査とすることが決定しました。
　また、12 月 18 日に、陳情３、陳情６ないし陳情９、陳情 13 を審査するため、全議員 19 名を委員
とする政治倫理特別委員会を開催しました。本会議で審査の結果、不採択とすることに決定しました。
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総務大臣から感謝状、コラム、表紙解説

鈴 木 信 男 議 員
　令和 6 年 10 月 21 日、ホテルルポ
ール麹町において、鈴木信男議員に対
して、35 年以上の永きにわたり、市
議会議員として地方自治の振興発展
と住民の福祉向上に尽くされた功績
が認められ、総務大臣から感謝状が
贈られました。

誠におめでとうございます。

コラム　
総務大臣から感謝状

－北茨城市・中野市議会議員親善交流会－
　令和６年 10 月 31 日、11 月 1 日の２
日間にわたり、姉妹都市の中野市議会議
員と親善交流事業を中野市で開催しまし
た。議会棟や高野辰之記念館、中山晋平
記念館を視察し、議員間の交流を深めま
した。

表紙の解説

　1 月 12 日、「成人式」から名称が変更され 3 回目を迎えた「はたちの集い祝典」が、磯原地区

公園内の「筑波銀行『あゆみ』ドーム」で開催されました。対象者は 345 名です。

　アトラクションでは、ものまねアーティストの「ハリウリサ」さんが、ものまねステージを披露し、

笑顔あふれる賑やかな祝典となりました。

消防出初式
　1 月 19 日、北茨城市消防本部の屋外訓練場
において、消防出初式が開催されました。消防
団員の永年表彰、消防団操法展示訓練などが行
われ、旭幼稚園や関南小学校の消防クラブによ
る演技が彩りを添えてくれました。

新春賀詞交換会
　1 月 15 日、市と北茨城市商工会の共催によ
り、新春賀詞交換会が「市民ふれあいセンター」
で開催されました。
　併せて、叙勲のお祝いならびに北茨城市表彰
の授賞式が行われました。
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令和７年第１回定例会日程（予定）
令和７年第１回定例会は、２月４日から
２月20日までの17日間の予定です。

企画展

中国の文人画にルーツをもち、山水や花鳥に漢詩を添えて胸中の理想世界
を描く南画は、江戸中期から明治初期にかけて大いに流行しました。茨城県古
河出身の奥

おくはら

原晴
せい

湖
こ

も、明治期に活躍した南画家の一人です。
元治２年（1865）、29歳で江戸へ出た晴湖は、やがて維新後の東京で、時代の

雰囲気と合致した大胆奔放な筆致の作品を描き、名声を博します。女性であり
ながらいち早く断髪するなど、豪胆な性格でも評判だった晴湖は、政財界の要
人などの後援者にも恵まれました。55歳で埼玉県熊谷へ隠棲しますが、以降は
東京で活躍した時代と対照的に、精緻で細密な作品を晩年まで描きました。

「山水図」（明治30年）は熊谷時代の作品です。爽やかな緑に包まれた渓谷で、
白い着衣の男性が、川のせせらぎに足をひたしています。手前に掛かる橋は、
しばしば俗世と理想郷を隔てる境界としての役割をもち、画面右上の画賛に
は「あそこで足を洗っている者は、俗世の塵

ちり

をきれいさっぱり洗い流してい
る」とあります。二艘

そう

の舟がだんだんと遠ざかっていく、ゆったりとした時間
の中で、涼風が通り過ぎ、水面が揺れる穏やかな光景が浮かんできます。

本展では晴湖の作品の他、茨城ゆかりの南画家の作品も紹介します。画家た
ちの描いた理想郷を訪ねに、ぜひ五浦美術館へお越しください。

（学芸補助員　宮本 夢花）

企画展「奥
お く は ら せ い

原晴湖
こ

と近代の南画」から
令和７年２月21日～４月20日日 ※会期中、一部展示替えあり

（前期：２月21日（金）～３月23日（日）　後期：３月25日（火）～４月20日（日））
（休館日：月曜日（ただし２月24日（月・振）は開館。２月25日（火）は休館））

２月４日（火）本会議（議案説明など）

２月10日（月）本会議（一般質問）

２月12日（水）本会議（一般質問）

２月13日（木）産業建設委員会（議案審査）

２月14日（金）文教厚生委員会（議案審査）

２月17日（月）総務委員会（議案審査）

２月20日（木）本会議（採決など）

編
集
後
記
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